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平
成
16
年
度
第
１
回
対
馬
市
議

会
定
例
会
が
、
４
月
26
日
か
ら
30

日
の
５
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
15
年
度
対
馬
市
水
道
事
業

会
計
報
告
案
件
１
件
、
平
成
15
年

度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
専
決
処
分
の
承
認
案
件
14
件
、

市
条
例
の
改
正
な
ど
８
件
な
ど
の

議
案
が
提
案
さ
れ
可
決
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
松
村
市
長
は
就
任
後
初
の
所
信

表
明
で
、
水
産
業
を
中
心
と
し
た

産
業
振
興
の
必
要
性
、
道
路
網
の

整
備
な
ど
の
基
盤
整
備
の
充
実
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備
に
よ

る
市
民
の
情
報
の
共
有
化
を
進
め

た
い
な
ど
独
自
の
政
策
で
、
対
馬

の
新
し
い
町
づ
く
り
に
ま
い
進
す

る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
30
日
に
は
、
対
馬
市

助
役
の
選
任
の
同
意
案
件
の
ほ
か
、

収
入
役
の
選
任
、
教
育
委
員
の
任

命
、
監
査
委
員
の
選
任
、
固
定
資

産
評
価
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど

15
件
の
追
加
議
案
が
提
案
さ
れ
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
議
決
を
受
け
、
５
月

１
日
に
は
、
対
馬
市
役
所
で
辞
令

交
付
式
が
行
な
わ
れ
、
対
馬
市
誕

生
の
３
月
か
ら
不
在
だ
っ
た
助
役
、

収
入
役
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

辞
令
交
付
式
後
、
教
育
委
員
会
が

開
か
れ
、
教
育
長
、
教
育
委
員
長

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
人
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

市
長
の
動
き�
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所
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厳
原
町
久
田
道

【
主
な
職
歴
】
厳
原
町
健
康

福
祉
課
長
、
総
務
課
長
、
対

馬
市
厳
原
支
所
長
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収入役�

【
住
所
】
美
津
島
町

知

【
主
な
職
歴
】
美
津
島
町
企

画
財
政
課
長
、
企
画
管
理
課

長
、
助
役

木

谷

博

昌
（
63
）�
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助　役�

き
　
　
た
に
　
ひ
ろ
　
ま
さ

【
住
所
】
上
対
馬
町
琴

【
主
な
職
歴
】
上
対
馬
町
建

設
課
長
、
助
役
、
町
長

米
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幸
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（
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教
育
長�

教
育
委
員
長�

こ
め
　
だ
　
　
ゆ
き
　
ひ
と

永

留

武
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（
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な
が
　
ど
め
　
た
け
　
み
つ

な
が
　
お
　
　
ひ
　
ふ
　
み

　
　
　
５
月

１
日
・
辞
令
交
付
式

２
日
・
ひ
と
つ
ば
た
ご
祭
り

６
日
・
長
崎
県
市
長
会
　
福
江
市

７
日
・
県
離
島
振
興
協
議
会
打
ち

　
　
　
合
わ
せ
　
　
　
　
長
崎
市

８
日
・
鳥
栖
市
政
50
周
年
記
念

　
　
　
式
典
　
　
　
　
　
鳥
栖
市

10
日
・
釜
慶
大
学
校
総
長
他
面
談
、

　
　
　
し
い
た
け
対
策
協
議
会

11
日
・
「
都
市
と
長
崎
の
し
ま
共

生
・
対
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
会
議

12
〜
・
全
国
漁
港
漁
場
協
会
理
事

14
日
　
会
　
　
　
　
　
　
東
京
都

14
〜
・
東
京
対
馬
会
総
会

15
日
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都

16
〜
・
県
離
島
振
興
協
議
会
理
事

18
日
　
会
、
総
会
。
県
離
島
医
療

対
策
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
市

19
日
・
美
津
島
地
区
母
子
寡
婦
福

祉
総
会

20
〜
・
九
州
市
長
会

21
日
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
像
市

22
日
・
県
乾
し
い
た
け
品
評
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
市

24
日
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
長
面

　
　
　
談
、
駐
福
岡
大
韓
民
国
総

美
津
島
町

知

代
表
監
査
委
員�

中

島

孝

欣
（
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）�
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な
か
　
し
ま
　
た
か
　
よ
し

美
津
島
町

知

監
査
委
員（
議
会
選
出
）�

桐

谷

正

義
（
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）�
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厳
原
町
椎
根

・
中
村
忠
康
（63）
厳
原
町
国
分

・
前
川
佐
久
美
（50）
美
津
島
町
久
須
保

・
龍
造
寺
正
房
（67）
豊
玉
町
仁
位

・
阿
比
留
義
教
（67）
峰
町
三
根

・
緒
方
重
頼
（74）
上
県
町
佐
護

・
古
藤
好
郎
（60）
上
対
馬
町
舟
志

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員�

�

▼
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
小

島

政

之

（68）

　
　
　
　
厳
原
町
日
吉

▼
教
育
委
員�

　
　
・
齋

藤

利

光

（56）

　
　
　
　
豊
玉
町
鑓
川

　
　
・
武
本
磨
寿
美

（65）

　
　
　
　
上
県
町
鹿
見

き
り
　
た
に
　
ま
さ
　
よ
し

対
馬
市
議
会
定
例
会
開
会�
対
馬
市
議
会
定
例
会
開
会�



まちづくり�
景観資産に�
登録�
�

　
５
月
25
日
（
火
）
、
上
対
馬
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、
市
長
を
は
じ
め

各
課
長
と
全
22
区
長
が
出
席
し
て
、

平
成
16
年
度
第
１
回
区
長
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
市
長

か
ら
各
区
長
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
、
そ
の
後
、
自
己
紹
介
や
各
課

か
ら
の
お
知
ら
せ
、
質
疑
応
答
に

移
り
ま
し
た
。
各
区
長
か
ら
は
地

域
振
興
策
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の

問
題
な
ど
質
問
が
あ
り
、
市
長
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
長
会
議
終
了
後
、
区

長
会
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
区

長
会
長
に
は
吉
副
美
秋
琴
区
長
が
、

副
会
長
に
は
大
浦
雄
二
河
内
区
長

が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち

の
景
観
を
残
す
目
的
で
作
ら
れ
て

い
る
「
長
崎
県
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
」
で
、
対
馬
市
の
次

の
４
ヶ
所
の
建
物
や
集
落
が
「
ま

ち
づ
く
り
景
観
資
産
」
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
対
馬
市
に
は
、
美
し

い
町
並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
や

す
ら
ぎ
の
場
と
し
て
、
た
く
さ
ん

登
録
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
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上
対
馬
支
所
管
内�

　
　
区
長
会
議�

�

鰐
浦
集
落�

上
対
馬
町
鰐
浦

わ
に

う
ら
し
ゅ
う
ら
く

佐
野
屋
橋�

厳
原
町
今
屋
敷

さ
　
の
　
や
　
ば
し

桟
原
城
の
高
麗
門�

厳
原
町
今
屋
敷

さ
じ
き
ば
ら
じ
ょ
う

こ
う
ら
い
も
ん

源
泉
混
々�

厳
原
町
北
里

げ
ん
せ
ん
こ
ん
こ
ん

　
　
　
領
事
面
談
、「
財
界
九
州
」

取
材
、
対
馬
校
長
会
面
談

25
日
・
対
馬
地
区
保
護
司
会
総
会
、

　
　
　
上
対
馬
支
所
管
内
区
長
会

26
日
・
知
事
と
の
面
談
　
長
崎
市

26
〜
・
全
国
漁
港
漁
場
協
会
総
会

27
日
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都

27
〜
・
県
漁
港
協
会
正
副
会
長
会

28
日
　
議
及
び
理
事
会
　
長
崎
市

29
日
・
釜
山
外
国
語
大
学
校
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
会
式

qw
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ひとつばたご自生地と高床式倉庫が並ぶ
独特の集落景観

藩政時代から残る石積みのアーチ橋

平成２年に復元された桟原城の建築物の一部、
朝鮮貿易の時代背景がうかがえる

20世紀初頭の明治期に築かれた石造の水門


